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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本宮貞様　　：9月中旬より食事摂取量低下あり、点滴療法にて様子みていました。ご家族と今後について面談し、経鼻経管栄養又は胃ろう増設を考えていくこととし、10/29八戸西病院受診予定でしたが、土井医師より早期に対応して頂ける病院受診をという事で、今後平和病院との日程調整をしていきます。

・前澤良一様　：腹部膨満感あり、下剤服用、ガス抜き施行にて様子見てきましたが、改善見られない事から、土井医師より八戸赤十字病院消化器科を受診するよう指示あり、日時調整していきます。

・川村長一郎様：10/9左大腿部頚部骨折手術目的にて、八戸赤十字病院整形外科へ入院となって

います。入院期間は２～３週間程であり、手術後の本人の状態次第で、南山苑に戻るか、リハビリが行える病院へ転院するか、10月中旬頃に調整を行い、苑へ連絡を下さる事になっています。

・青南病院検査チーム員不在について：

　　　　　　　　健康増進管理（看護）宛で、検査チーム員が不在となる日程がメールで届いています。看護の業務分担に挟めておきますので、各自確認し周知の程、宜しくお願い致します。

＜勉強会について＞

・看護スタッフの知識・技術を高める為、高齢者における病気、施設内で起こり得る病気など、スタッフカンファレンス内の時間を利用し勉強会を行っていくことになりました。各スタッフに担当を割り振りしていきます。

＜バイタル測定について＞

・朝・晩と日中の気温差が大きくなり、体調を崩しやすくなる、感染症（インフルエンザ）流行時期が近づいてきた事から、一人一人の利用者様の状態・反応を確認、コミュニケーションを図りながら、検温を毎朝全員計っていくことにしてはどうか？という意見が出ています。

　今回カンファレンスに参加していないスタッフからも早急に意見を聞き、決定、実践していく事とします。

＜新規入所：山下文子様について＞

・主病名：脳梗塞後遺症、パニック障害

・右片麻痺、言語不良

・精神状態：環境変化によって不安定になりやすい。パニック症状は比較的午前に多くみられている。散歩等の時間を設け、時には御家族へ来苑して頂き、御家族様の協力も得る。（豊寿苑での対応と変更しない）

・豊寿苑では、自力でベッドから下りようとされ、転落された事が何度かあったとの事。

南山苑でもその点を気を付けてみて欲しいと御家族様より要望がありましたので、事故のないよう、観察していきましょう。

＜生活訓練から＞

山下　文子様：意思疎通可能、指示に対して返答可。

　　　　　　　右片麻痺ですが、基本動作は自立。

歩行は、歩行器。

自分で動けるので、転倒のリスクは高いと思われます。

リハビリでは、今の現状を維持していけるようなリハビリを行っていきます。

また、会話できますのでコミュニケーションを図っていきます。






















